
令和元年度第２回 滝川市環境市民委員会の開催結果について

開催日時 令和２年１月２７日（月） 午後２時～午後３時００分

開催場所 滝川市役所３階 ３０１会議室

出席状況 【委員】

出席：大崎委員、高瀬委員、粟井委員、石谷委員、岡崎委員、高橋委員

【事務局】

市民生活部くらし支援課：小畑課長、近藤課長補佐、本所係長、山本主任主事

議事内容 １ 開会

２ 評価シート（案）について

委 員）：多岐にわたる取り組みをしているが、特に高校生や短大生を巻き込んが環

境教育は他の自治体にはない取り組みである。一方で、今後もどのように

して継続的に行っていくかがひとつの課題でもある。

委 員）：自動車学校でエコドライブの高齢者講習を行っているが、「アイドリング」

という言葉は聞いたことはあるけれど、意味はよくわからない・・・とい

う受講者が多いと感じている。

自分がどのように運転すれば二酸化炭素の排出が減るのか？を意識して

運転している人は少ない。

車の省エネ＝ハイブリットなどメーカーが作るものという意識が強い。

委 員）：消費者協会では、ごみやリサイクル問題を意識して、着物などを集めて、

洋服に作り替える等のリフォームを行っている。

委 員）：高校生の時にエコ部！の部員として活動していたので、不用な衣類を集め

て、職場の介護施設でおしりふきなどに活用する取り組みを行っている。

活用できるものは活用して、新しく物を買わない工夫をしている。

委 員）：学校の方も環境学習をしているが、理科や社会など教科別に行っている。

地球温暖化防止活動普及大使の活動のように短大生による環境教育とい

う核になるものがあるのは大変ありがたい。

子ども達は、興味関心を持つと自分たちで調べたりする。例えば短大生に

教えてもらったことをベースに冬休みの自由研究にしたりする。高校生や

短大生が小学生や中学生に教える取り組みを続けてもらうことで、輪が広

がっていくと思う。

委 員）：子ども達は雑念がないせいか、頭にインプットされる。小さい時に伝える

ことで、意識を持つ人材育成につながる。

委 員）：環境教育が始まって約２０年。当時子どもだった世代が大人になって、環

境に興味・関心がある人材が増えている。教育は本当に大切だと思う。

３ 提言書（案）について

委 員）：学生や小さい子ども達への環境教育は素晴らしいと思う。若い世代が知識

を蓄えることはとてもいいこと。

ただ、大人世代の意識をどのように変えていくのかが難しい。一時的には



「ごみを減らそう」と思っても、なかなか続けていくのが難しい。

そのあたりが、課題だと思う。

全体としては、すごく良い取り組みであり、このまま続けていってほしい

と思う。

委 員）：大人はある程度「強制性」が必要。例えば、「敷地内全面禁煙」とすれば、

誰も煙草を吸わない。「こうしましょう」といっても、子どもは従うかも

しれないが、大人はなかなか行動しない。ストレスのないキャンペーンな

どを展開してみてはどうか。

委 員）：ごみの分別など、大人に向けて特別な発信は行っているのか。

事務局）：ごみの分別などはホームページや広報をとおして継続的に正しい情報を発

信している。子どもが興味を持てば親も興味をもってくれるという期待も

込めて、子ども達への環境教育に力を入れているが、大人世代への働きか

けについても少し検討していきたいと思う。

４ 令和元年度環境市民大会の開催結果について

別紙「資料１」で説明

５ 令和元年度カレンダーリサイクルの開催結果について

別紙「資料２」で説明

６ その他

７ 閉会


